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感情喚起中の情報処理活動
―事象関連電位を用いた検討―

黒原　玄弥

広島大学大学院総合科学研究科

Information Processing Activities During 
the Emotional Elicitation: 

An event-related potential study 

KUROHARA Genya

Graduate School of Integrated Arts and Sciences, Hiroshima University

論文の要旨

　本論文は，感情が行動に及ぼす影響について明
らかにするために，感情喚起中の情報処理活動（感
覚入力処理，知覚処理，認知処理）に着目し，検
討した。また， 感情喚起中の情報処理活動につい
て，用いる刺激の特徴（感情価，刺激の種類，呈
示時間等）が及ぼす影響についても検討を行っ
た。情報処理活動の検討には，特定の事象（刺激）
に対する一過性の脳電位変化である事象関連電位

（ERP）を用いた。ERP を用いることで，感情喚
起中の課題遂行に関して，刺激が脳内に入力され
る感覚入力処理から，続いて行われる刺激の知覚
処理，そして，刺激に対して反応出力を行う認知
処理まで，検討が可能となる。感情喚起に伴う
ERP に，後期陽性電位（LPP）がある（Bradley 
et al., 2007）。本論文では，感情喚起中の情報処
理活動について，感情画像刺激呈示による LPP 
増大中に刺激を呈示することで検討した。

　第 2 章では，快感情喚起中の視覚プローブ刺
激に対する感覚入力処理について検討を行った。
先行研究では，不快感情喚起中に感覚入力処理が
抑制されることが報告されているが，快感情喚起
中の感覚入力処理については検討されていない

（Brown et al., 2012）。先行研究より，快感情喚起
中は認知活動が促進することが分かっているた
め（Fredrickson, 2001, 2004），快感情と不快感情
では異なる結果が得られる可能性がある。そこで
第 2 章では，快感情喚起中の感覚入力処理につ
いて検討を行った。この検討を行うために，感情
画像刺激呈示による LPP 増大中に視覚プローブ
刺激を呈示し，視覚プローブ刺激に対する感覚入
力処理と反応時間を算出した。感覚入力処理の指
標として，刺激呈示後，1 番目に現れる陰性波で
ある N1 を用いた。N1 振幅の増大は，視覚野の
活動の賦活を反映することが明らかとなっている

（Corr, 2006）。検討の結果，快感情喚起中は，不
快感情喚起中と比べ，N1 振幅が増大し，刺激に
対する反応時間も短縮する結果が得られた。これ
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らの結果より，快感情喚起中は，不快感情喚起中
と比べ，視覚野の活動が賦活するため， 感覚入力
処理が促進し，反応時間も短縮したと考えられる。

　第 3 章では，感情喚起中の情報処理活動が，
呈示する刺激の種類によって異なるか検討を行っ
た。そこで，第 3 章では，聴覚プローブ刺激に
対する感覚入力処理を検討した。課題では，感情
画像刺激呈示による LPP 増大中に聴覚プローブ
刺激を呈示し，聴覚プローブ刺激に対する感覚
入力処理と反応時間から検討を行った。感覚入力
処理の検討には，聴覚刺激呈示後にピークを示
すN1 を用いた（Näätänen & Picton，1987）。そ
の結果，聴覚プローブ刺激に対する N1 振幅は，
感情喚起によって変化しなかった。第 2 章では，
快感情喚起中に，視覚プローブ刺激に対する感覚
入力処理（N1）の促進がみられている。このよ
うに，感情喚起中の感覚入力処理が，呈示する刺
激の種類によって異なる理由について，感情喚起
刺激として画像刺激を用いたことが挙げられる。
つまり，感情喚起刺激と呈示した感覚プローブ刺
激が同じ視覚感覚であったため，感情喚起中の感
覚入力処理が促進した可能性が考えられる。それ
に対して，聴覚プローブ刺激は，感情喚起刺激と
異なる感覚刺激であったため，感情喚起中の感覚
入力処理が変化しなかった可能性が考えられる。
先行研究において，課題実施に必要な資源は，種
類の異なる感覚刺激間で影響するのではなく，同
じ種類の感覚刺激間で影響を及ぼすことが示唆さ
れている（Rees et al., 2001）。そのため，本論文
でみられた快感情喚起中の感覚入力処理の促進
も，感情喚起刺激と同じ種類の感覚刺激に対して
影響を及ぼす可能性が考えられる。

　第 4 章では，感情喚起中の知覚処理と認知処
理について検討を行った。これらを検討するため
に，タスクスイッチ課題を用いた。タスクスイッ
チ課題は，第 2，3 章で行った課題よりも高次な
情報処理活動である，実行機能を測定できるた
め（Monsell, 2003），知覚処理と認知処理を検討

できる課題である。知覚処理の指標として，刺激
呈示後，2 番目に現れる陽性波である P2 と，同
じく 2 番目に現れる陰性波である N2 を用いた。
認知処理の指標には，刺激呈示後，3 番目に陽性
波として現れる P3 を用いた。検討の結果，快感
情喚起中において，不快感情喚起中と比べ，P2 
振幅の減少，N2 振幅の増大，P3 振幅の減少が観
察された。P2 振幅は，刺激の評価（Kieff aber & 
Hetrick, 2005），N2 振幅は葛藤処理のために使用
される資源の量（Kanske & Kotz, 2011），P3 振
幅はワーキングメモリの継続的な関与や認知資
源の配分量（Kok, 2001）と関連する。そのため，
快感情喚起中は不快感情喚起中と比べ，課題刺激
に対する刺激の評価や葛藤処理のための資源や，
課題解決に必要な認知資源の量が増大したと示唆
される。また，快感情喚起中は，中性感情喚起中
と比べ，反応時間から算出されるスイッチコスト
が有意傾向であるが減少した。スイッチコストは，
課題に対して柔軟に対応するために必要な認知的
柔軟性の指標となる（Rogers & Monsell, 1995）。
そのため，快感情喚起中は，知覚処理と認知処理
が促進したため，中性感情喚起中と比べ，行動反
応自体も促進したと考えられる。

　第 5 章では，第 4 章までに得られた感情喚起
中の情報処理活動に対して，呈示される刺激の感
情価が及ぼす影響について検討を行った。この検
討を行った理由として，先行研究では，快/不快
感情に関係なく，喚起される感情と呈示する刺激
の感情価が一致する場合，刺激への反応（行動）
が促進すること明らかになっていることが挙げら
れる（Gendolla, 2000）。そのため，喚起される感
情と刺激の感情価が一致する場合，不一致時と比
べ， 快感情だけでなく不快感情喚起中にも，情報
処理活動が促進することが予測される。検討の結
果，呈示される刺激の感情価に関わらず，快感情
喚起中に， 不快感情喚起中と比べ，P2 振幅の減
衰，N2 振幅の増大，P3 振幅の減衰が得られた。
これらの結果から，快感情喚起中は，呈示され
る刺激の感情価に関わらず，知覚処理と認知処理
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が促進することが示唆される。さらに，快刺激呈
示時，快感情喚起中では， 不快感情喚起中と比べ 
N2 振幅が増大した。しかし，不快刺激呈示時に
は，感情喚起の影響はみられなかった。これらの
結果から，快感情喚起中は，特に快刺激を評価す
る際に，知覚処理が促進することが示唆される。

　第 6 章では，これまでの研究結果から，感情
喚起中の情報処理活動をまとめ，考察を行った。
感情喚起中の情報処理活動について，第 2 章か
ら第 4 章の検討から，快感情喚起中は，不快感
情喚起中と比べ，視覚刺激における（第 3 章），
感覚入力処理（N1; 第 2 章）， 知覚処理（P2，N2; 
第 4 章）， 認知処理（P3; 第 4 章）をそれぞれ促
進させ，行動（第 2，4 章）にも影響を及ぼすこ
とが示された。そして，第 5 章にて，快感情喚
起中に快刺激を呈示する際，知覚処理（N2）が
促進する結果が得られた。以上の結果より，快感
情喚起中は特に，快感情を喚起させる刺激を呈示
することで，脳内における情報処理活動が促進す
ることが示唆される。感情による行動への影響に
関して，本論文で示した快感情の促進効果は，連
想課題（Rowe et al.，2007）や創造性課題（Phillips 
et al., 2002）といった課題でのパフォーマンス向
上の面でも認められている。これらの快感情にお
ける課題への促進効果も，本論文で示した快感情
喚起中における脳内の情報処理活動（知覚処理，
認知処理）が関連すると考えられる。
　本論文は，快感情喚起中，情報処理活動が促進
することを，ERP を用いて明らかにした点で研
究の意義があったと考えられる。今後の検討課題
としては，感情喚起の個人差に着目した検討や，
感情喚起刺激の覚醒度に着目した検討が考えられ
る。特に，本論文では，覚醒度が比較的低い画像
刺激を感情喚起刺激として用いた。先行研究では，
覚醒度が高い刺激の場合，快刺激よりも不快刺激
に対して感情が喚起され，覚醒度が低い場合，不
快刺激よりも快刺激に対して感情が喚起されるこ
とが報告されている（Cacioppo et al., 1997; Ito & 
Cacioppo, 2005）。そのため，覚醒度が高い刺激を

用いた場合，不快感情喚起中に不快刺激に対して
脳内における情報処理活動が促進するといった，
本論文とは異なる結果が得られる可能性が考えら
れる。


